
1974年伊豆半島沖地震とその災害

—地質学的調査報告書―

19 7 5. 3 

静岡県消防防災課



はじめに

地震災害は被災地の地買条件に特に関係が深く， この而から

詳しい調亜研究が必要とされています。

このため静岡県は， 昭和 49年10月， 静岡大学に伊豆半島沖地

震に伴う地震災害についての調査研究を委託しました。

この報告濫は， 静岡大学理学部及び教育学部の研究者により，

下田市白浜から松崎町にかけての全域を聞査研究した結果をま

とめたものであります。

静岡県の地裟災害の防災のための姿料として 1関係者に広くご

活用いただくため， この報告粛を刊行致しました。

研究あるいは実用上 1こ多少なりとも参考になれば幸いに存じ

ます。

昭和 50年 3月

泊防防災課長斉蘇 衛



1974年伊豆半島沖地震とその災害

—地質晶査報告ー一—
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1. 地震とそれに伴った災害の特徴＊

1 A,まえがき

1974年5月9日朝，伊豆半島南端付近に地震が発生

し，南伊豆l；りを中心として，局地的ではあるが大きな被

署をもたらした。地謀が起った以上，それに伴う災也の

原因と発生機構を徹底的に究明することが，つぎの地虞

防災にとって不可欠であるぐ今回の地設はその規模，災

害の状況から見ると， 1930年の北伊豆地震， 1935年の

静岡地震に似通った点が多い。直下型地震の設巫な体験

としてつぎの対策に活かさなければならないぐ

本報告苫は今回の地震災山について，主として地買学

的殴点から抽礎謁在をおこなった結果をまとめたもので

ある。

各論に入る前に，今回の地媒とその災宙の特徴につい

て述べる。

1 B,地震の特徴

気象庁によると媒央は34°319±l'N,138°48'土l'E,

謀源の深さは10lun，震源時は午前8時33分27.3土0.3秒，

マグニチュード M~6.9となっている。この震央は石廊

''府の南西約 6kmの沖合であるが，余虞観測の結果から求

めると 9=34°37'～39'N,A=138°479~509 E, a= 7 

~1lkmとなっている（第 1図） （石橋ほか， 1974;l証鎌

ほか1974;余誕共同賎測班， 1975)。

この場合は入liり海岸付近になるが，底央の店側が海の

ために娘測網がないこともあって，＇訓い紡度で位 ittをき

めるのはむずかしいと息われる。いずれにしても，この

ように1没地のすぐ近くなので｀＇直下型地姦’'と発表され

た。第 2図は総殷分布を示す。

伊豆半島の過去の被也地虚としては， 1930年の北伊豆

地哀 (M~7,0,死者272,住家全壊2165)はよく知ら

れているが，宦伊豆を裟央とするものは庇史上知られて

いない。ただ，第3図に見られるように， 1934年に天城

帥付近に M~S,5,1964年に吉田付近で M~S.4の地区

が起っている。

余媒については，地虞の直後から裟央付近でかなりの

数の余虞が屈じられ，石廊崎測侯所の有感地裟匝l数は 5

月末までに 158回， 6月中に 32回に逹した。蚊大の余媒

は本媒の約 1時間後に起った M~4,5のものであるc

＊土隆一（静岡大学理学部地学教杢）
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第 1図 !RT（石廊崎） •NHT （祢宜ノ畑） •OAT （落

合） 3点から求めた 5月16日13時～20時の余震の震央

分布。右下は仮定した地殻構造，＋は計邸の燦の座栢

原点・(34°42'N,138°5l'E)。＠は，同じ枷造モデル

を用いて震央距離 100km以内の 81視測点のデータから

再決定した本虞の店央。（石橋ほか， 1974による）
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第 2図 1974年伊豆半島地媒裟度分布図

（紐象庁， 1974による）
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帷ではない。

I'＿li);iIi,11罪は一般にそれほど変買していないし，ややlii

結した象ll粒堆fl,物が主であるため， i11i岸では特に急応を

なすことが多い。したがって，小さな入江の奥にこのよ

うな塩崖を背に集落がつくられることになる。節理や断

IViに由来する'，1/Jれ目も発辿しているので，それに沿って

少しずつ風化がすすんでゆく。このような氣胎は平常も

ずるずる梢るということは少く，何かの機会に一堺に1jJ

落するということになるだろう。

南伊豆の航空写真を見るとわかるように， liilll崎から

吉Illへかけての悔岸一幣には北西ー南東）jIh)と南北方l{，j

のIil,i省の地形的特性が見られる。前者は岬の突端を辿ね

る線と，石廊崎の部落のある谷1/i]を通り直線的に走る谷

状のIUlみで示される。そして，その線を様に南北性の尾

ぃ 根や谷が 200-300mほどくいちがった右ずれ断層の特

， 印畑

'“ 139 939 

第3図過去の地震の分布と1974年5月9日～31191

の余震域（破線で示す） （気象庁， 1974による）

余震の震源は伊豆半恥先端付近を北西から南東に走る直

線の近くに集中しているほか， 10日早朝から天城峠付近

でも活動が始まった。震源の深さは大部分が10km以内

である（土・宇津， 1975)。

今回地震断屈として活動した石祁崎活斯府については

前からその存在がわかっていたが，その活動を予知する

までには至らなかった。今回の地虞については，著しい

前震群I這測されていない。 i1,）上保安）・『南伊豆検淵所の

記録によれば地虞時にiiij面は 8-lOcm低下し，それに

つづいて小さな律波があったが，地虞前に顕著な変化は

現れていない（羽鳥， 1974)。伊豆南部の温）誌では国II,

上河津，峰，辿台寺，岩科，石部などで地虞後，泌出址

や温度が変化したといわれる（山口•小，：::j, 1974)。

1 c.南伊豆の地質，地形の特徴

南伊豆には伊豆白浜に露出する海成のI'l色凝灰買砂岩

を狡式的岩相とする中祈批後期の白浜If・'i1罪が広く分布

し，南崎と蛇石にはこれを扱盤とする第四紀の小火山体

がのる。白浜屈群は涙灰質砂岩ばかりでなく，安山岩浩

岩，凝灰角礫岩を伴い，多くの岩脈1こ貫かれる。ところ

により鉱化作用を受けて変買した部分があり，そのよう

なところは今回の地霞でも追路崖のiiJ壊を起していた。

岩相の変化には腐むが，地買構造はゆる＜傾く程腹で複

徴を示すように見える。村井・金子 (1973)は伊豆半島

で多くの活斯1日を推定しているが，その中でもとりわけ

これは明11((である。これが浙崩であるかどうかは両側の

岩相が一様であることなどから現在のところ地買の上か

ら『{1:かめることはむづかしいが，今回の地誕で生じた右

ずれ断Itiに一致し，活断屈と芯えることができる。爽良

から入間にかけてのii,j岸線もこれらに平行した直線をな

す。

一方，南北性のものは海岸の湾入の方向で示され，こ

れらは断1日に由来する地形と考えられる。三ッ石崎の南

北性海岸は見事であるし，入1iりには北西ー南東方1月の割

れ目と共に，南北性の左ずれ断屑やそれに平行な割れ目

が発述している。また， ,1,木では南北性の横ずれ断1日に
由来して今回の地虚による地江りが起った可能性が閥

い。

このほか，石廊綺付近には北曲一南東方向の細かい入

江がいくつか見られるが，この方向は海岸一,::}の北西一

南東方向の特性とは店干斜交するようでやや北にふれ

る。石廊10/.iの岬先端のj1¥1びの方向がそれで，今回の地虚

でそこに1}l,iに1した亀災の）ilhJN40°Wに並行する。

このようにこの地城に兒辿する1祈裂構造は地形によく

あらわれていると芳えてよい。

1 D,地震に関係する地殻変動の特徴

今回の地虞の特徴の一つは小規佼であるが地表に地i，'ミ

断lt''i"石廊崎l疇’'が生じたことである（松III• 山科，

1974;村井・金子1974)。 この断屈はすでに述ぺたよう

に石邸崎と入liij部落を通り北西ー南東に 5kmほど追跡で

きる。石廊崎では 30-45cmの布ずれ， 17-lOcmの南上

り， 1祈屈而の一般的走Ifりは N60°W,傾斜は垂i11:かやや

南落ち，雁行する表土の地割れの方向は N40°-45°W

- 2 -



を示していた。この断屈面には 1cm近くの厚さの粘土が

できているので，かつての断屈が地震によって再活勁し

たものと号えられる。この断屈は地震後もわずかではあ

るが同傾向の動きをつづけた（地烈瀾在所， 1974)。ま

た，この断屈1こ平行して同じセンスの短い断屈がいくつ

か見られる。余虞の裳源分布を見ると北西ー南東の直線

上に並び石廊綺断屈と平行している。だからといってそ

れが震源の主断屈そのものとは息えないが，関係の深い

ものであることは1月迩いないだろう。

一方，入間海岸では上記断屈1こ平行する割れ目が発述

するほか，南北ないし NlO"E方向のものも多く，数cm

のずれではあるが，新絆な横ずれ而を露出させた左ずれ

断府が 2, 3見られる。これらの断屈は北西ー南東走向

の断屈と共闘のものと考えられ，今回の地震で勁いた可

能性が翡い。同様なことは中木の地江りの直下に見られ

る横ずれ断1日についても言える。

この地域の地設の水平方向の変形については，地震

後， i{/•岡大学と康大地虞研究所が共同で光波測批を実施

し，地震前（昭和48年2月）の国土地理院の成果と比較

した結果，北西ー南東方向に圧縮されていることがわか

った。

・ぶ・と’’と，、

上下変勁については，この地域の水準路線を国土地理

院が地虞後 (1974年7月）測批した結果と，石廊綺断

Itiをまたぐ南伊豆町の報謁水準路線 (1973年6月設趾）

を東大地震研究所が地震後 (1974年9月）に再測した結

果（康大震研， 1975)を総合して 1973年の値と比較す

ると，石庇崎から小稲にかけての海岸がもっとも大きく

約 10cm隆起し，等変位線は北西ないし北北西へ傾斜す

ることがわかった（粧原・土， 1975)。今回の地震断屈

による垂直変位は測点の変位にはあらわれなかったし，

等変位線は断屈の方向にむしろ斜交している。

約 6000年 BP.と考えられる最裔位の沖積海岸段丘の

汀線高度分布を南伊豆海岸で測ってみると，南東端の小

稲の付近でもっとも邸く，東西両側に向って低まり，こ

の傾向は水準点による上下変動の傾向と似通っている。

今回の地震のメカニズム解によれば，主圧力軸は南北

とされているが，南北性の共蒻断屈の存在や，地殻の水

平・垂直変形の結果を考應すると，南北というよりは北

西ー南東に近いのではないかと箪者は考えている。地震

で開口した石廊崎先端部の岬方向の亀裂もそうすれば引

っ張りによる裂け目として説明しやすい。また，石廊崎

公園には石台の上におかれた｀＇あずま屋’'が 10棟ほど

第4図 1974年伊豆半屈沖地震に伴う地殻の変位・変形 •FI上地狸院，東大地震研究所の

測批による水準点の変位 (1963との比校），ならびに静大，東大地震研究所共Iiflid!

測による）蹄波測屈の結果 (1963との比佼）を示す。
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第1表 1974年伊豆半島沖地震被害状況一覧
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県災啓対策本部の毀料に県土木部・下田市・南伊豆町の資料を追加。

（ ） は県対策本部の集計を示す。
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第5図 1974年伊豆半島沖地震による家屋被苫

A ：全壊率， B：一部担娘率（半娘を含む）全棟数に対する披富棟数で示す。

第6図 1974年伊豆半島沖地霞による地盤災害

県のぬりつぷし：地辻りまたは1jIJ汲 白丸：道路彼災地点
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散在しているが，そのほとんどは左廻りに回転しながら

東方へ移動していた。これは地盤が単に北西へ勁いたの

ではなく右廻りに回転するような形で動いたことを示す

のかも知れない。

1 E．地震災容の特徴

今回の地震動の加速度は 0,4~0.5g，地物の変位の

最大は 50cmといわれる（飯田・正木， 1975)。第5図に

は家屋の被害の状態を集落の棟数に対する全填率と一部

狙壊率で示す。地区によっては被宙棟数が批滞数を上ま

わる場合があるので，都市計画など市町村の毀料によっ

て棟数で9t1•3店をした。棟数は地区による規部のちがいや

必ずしも最近の資料ではないこともあって正確なもので

はないが，大よその値として使うことはできる。これを

見ると石廊崎から伊浜にかけての海岸沿いで彼，如が大

きい。

これらの地域は北西一南東の石廊儲斯聞の繰上または

それに平行する線上にあり，主として地殻変勁に関係し

た災寓と言えよう。下田市街と田牛は震央から比較的離

れているにも不拘，多くの被寓を蒙っている。 これら

は，望月ら (1974)も述べているように，この二つの地

区の集落がかつての入江が埋めたてられた三角洲性の泥

質地盤の上にのっていることに起因する，主として軟弱

地盤に由来する災忠と考えてよい。

このほか，白浜，大賀茂，下買茂，吉祥などの被古が

目立つ。これらの地区は地盤の上で特に問題があるとは

考えにくい。むしろ地質構造的なものと，思われ，もしそ

うだとすれば磁山 (1975)が指摘しているように，この

辺を含めた一僻が変形し，それに伴って，ところによっ

ては割れ目に沿ったずれが顕著であったと衿えることも

できる。

第図 6は地震に伴う地江り，匡Jillれの地点，および道

路崩壊地点を示したものである。道路の被災は盛土部分

の地'，1ijれ，崩壊が大部分であった。海食崖の崩浪は南西

側で著しく，これは1祈屈にも関係するだろうし，盆＼底で

あるということにも由来しているにちがいない。ただ，

石廊崎南側は南崎火山のスコリア／仰の崩浪であり，落居

•伊浜の崩壊は蛇石火山 l府出物が哄気によって変買して

もろくなった結果も加わって大きく崩れたものである

（黒田 1975;大塚・木宮1975)。中木の地とりも1祈屑が

引き金かもしれないが，変質作用による岩石の脆弱化も

大きく関係しているらしい。

以上のように，今回の地震災嗚は，この地域の地買に

密接に関係している。
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2. 南伊豆町海岸地域の地質と岩石＊

2A,地質の概略と地誤で生じた新事実

南伊豆町海岸地域は，餡岩を伴う儀掛な火山角條岩一

凝灰角礫岩（火砕岩）と成/,,;した白色凝灰岩，誤灰質砂

岩，談岩，およびこれらを貫く多敗の岩脈を含む中祈l止

中ー後期の白浜屈群とこれを）よ般とする第1叫紀の南崎

（なんざき），蛇石の両火山から成っている。翡い盆槌

をなして海へ落ちる白浜肘群の地府は，概してゆる＜

(10°~30°)傾斜しており，無政のN-S,NW-SE, 

E-W方向の断l1］または割れ目で切られている。

火災をうけた中木地域では，背斜軋lのほぼ中心部に白

色凝灰岩が露出し，両汎に凝灰買砂岩が露出している。

この付近で最下位にあると忍われるこの地l1'れま，膝岩，

火山fiJ蹄岩を含み， IEi相変化が著しく，溶岩を含む火砕

岩1こ被われている。中木で，今回の地裟で再活勁して

地江りを誘発したと謡；定されている Nl0°E, 60°Wの

断／i.i（徳山 1974)は，下位の白色凝灰岩と凝灰買砂岩

必Ul

:4:4ムムム：ムム、三： △ 

(N37'W, 60'SW)の上位にある漿灰角蹄岩に属する

褐色凝灰岩を切り，断屈而1こ粘土をはさむ古い横ずれ断

屈である。

入Illj地域では，白色誤灰岩は人間池口康の海崖の1祈肛i

付近で見られるように，火砕岩にはさまれている。白色

凝灰岩は北西へゆる＜傾斜しながら厚さを増し，入間の

谷で広がり，入間西の海崖ぞいに続いて露出する。千骰

倣では，砂岩も露出し，小さな向斜がある。入1}l）三嶋神

社すぐ亜の白色誤灰岩の露頭では，今回活動した＂石廊

崎断加の一部が延長20mほど見られた。断／iciは，

N47'W, 72'NE,落差約 20cm, 1鳴ずれ約 20cmを示

し，浙lei面には粘土が見られた。幅約30mの垂直の露

頑面では， この断屈に平行する数条の右横ずれ断IWと

N33'E, 75"SEの割れ目が見られた。

必ILi, lid三坂中学校西の火山角鞣岩の露頭では，

N47°W，右横ずれ約5cm の， lifr/~i粘 Lを伴う数条の平

行するIりi/i:iが見られた。この断IItiは，入IIl)の一群の右横
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ずれ断屈1こ平行するものであろう。また，入間入口差田

トンネル南口の凝灰角礫岩の露頭では， N71°W, 74° 

NNE, 左横ずれ約 5cmの1折屈と N8°Eの割れ目が見

られた。

石廊崎から吉田へ至る悔岸ぞいの低い山地をつくり溶

岩を含む火砕岩は，中木から東ではおもに火山角礫岩に

宜み，中木から四ではおもに時には円蹄を含む捩灰角礫

岩である。先の火砕岩は，角 (1958)のこの付近におけ

る石廊崎安山岩頬1こ，あとのは須崎安山岩頬にあたる。

この火砕岩は，成1tiした凝灰買砂岩や漿灰岩をはさむこ

とから水中に堆積したものと培えられる。石廊崎西側の

海崖や南崎火山麓の悔屈では，水中自破砕浩岩が見られ

る（久野 1968,黒田 1974)。

この地城の火砕岩は，不規則な形と大きさの1り礫およ

びiltI隙を埋ずめる凝灰買物頁の合有謎の変動による企体

の不均買と，断図や割れ目の著しい発述のためにもろ

く，海岸では波蝕で海蝕洞を生じているほどである。石

部崎北東の手石・大瀬I:i]の火砕岩は企屈鉱床の生成に結

びついた変質作／1］でもろくなっている (iり1958)。入1!iJ

の西でもよく似た変買が見られる。この地城の火砕岩に

兄られるこれらの性買が，今回の地虞で各所で発生した

聡／jlれの一つの原因になったと考えられる。

南崎火山は， l，，1浜屈群の火砕岩から成る，南へやや傾

きわずかに起伏する狭い海蝕台上に1り{Iliした小さな火山

で，南側の海岸よりのスコリア丘を掟する部分および北

側の池の原貯状溶岩丘と南東へ続く溶岩流から成る。溶

岩に接する）贔盤の火砕岩の表面は薄く赤変しており，熱

い溶岩の形轡が火／i'/岩に及んだと考えられる。溶岩がス

コリアを被っているので，南側のスコリア丘は北側の溶

岩丘より古い。スコリア丘は，頂上叫側に火口の一部を

残しているらしい。地澁の燦，スコリア丘の海側急崖は

崩壊した。溶岩は南北，東西方向の割れ目に店み，その

露出部分は風化で著しく玉ねぎ状に割れている。この部

分が地虞によって1il壊した。窟滴火山岩は，かんらん石

と普通輝石に1匂み，珪酸に乏しい特異の料石である。詳

細は別に報告する予定である。筒単な報告が最近， fりほ

か (1974)によってなされた。

蛇石火山は，石晶紫陥輝石を合むかんらん石合有普通

輝石・紫陥輝石安山器溶岩から成る (SAMESHIMAほ

か 1954)。 この泊岩は咬気作用で著しく変買してもろく

なっており，変買は泊岩が接する晶盤の白浜I[ii料の一部

にも及んでいる。蕗居，伊浜の崖崩れはこの蛇石溶岩の

変質に起因していると考えられる。

2 B.入間・石廊崎間の火砕岩の岩石学的特徴

一般に，中木一石廊l『:，jの火砕岩は石英安山岩烈，中木

ー入1!1]の火砕岩は安山岩質である。これは角 (1958)の

見解と一致する。火砕岩に含まれる角礫はガラスを含

み，石却紫蹄輝石を含むカルク・アルカリ岩系の，かん

らん石合有普通輝石・紫陥輝石玄武岩買安山岩，普通輝

石・紫郡輝石安山岩，苦通角閃石・普通輝石・紫蘇輝石

石英安山岩である。安山岩は時に斑品として，かんらん

石，普通角閃石を合み，石英安山岩は時に石抽普通角閃

石を含む。普通角閃石はオパサイトに変わっている。か

iuらん石は輝石反応緑を有し，完全に緑色生成物に変買

している。これらの火山岩は輝石反応緑をもつ石英や逆

累幣する斜長石の外来結品を包有している。

中木付近の道路11位に，ハイアロビリティック組織をも

つかんらん石玄武岩の，柱状節理が発逹した小岩脈が露

Il1している。この玄武岩は，かんらん石斑品が完全に緑

色生成物に変買しているものの削1石反応緑を有し，石柚

輝石が単斜輝石のみであるから，ソレイアイト岩系に1屈

すると考えられる。かんらん石斑品が輝石反応縁を布す

ること，鉱物糾合わせが類似することから見て，この地

城のカルク・アルカリ岩買火砕岩は，この小岩脈を生成

したものによく似たかんらん石玄武岩マグマに由来する

かもしれない。

文 献

久野久 (1968) ：水中自破砕溶岩，火山， 13,123-

130, 

黒田 直 (1974) ：南伊豆町の地買，静岡地学， 21,34 

ー35,

SAMESHIMA, T. and MuTSUURA, M. (1954) : Jaishi 

Volcano, South Izu. Rep. L. A. Fae. Shizuoka 

珈 iv.(Natural Sci.) 5, 43-45. 

角 泊蕊 (1958) : 5万分の 1地買図幅「神子Je1；,i」,

同説明，！も地買謁在所

角 ii'i蕊•前田慮二郎 (1974) ：伊豆半／泣南端で発見さ

れたアルカリ椰檄石玄武岩，地四雑，80,137-140, 

徳山 明 (1974) : 1974年伊豆半恥沖地震に伴う災也の

地汀学的芍察，枡岡地学， 21,17-30. 
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3. 基盤岩石の変質と地震による斜面崩壊＊

3 A.まえがき

南伊豆地方には新第三紀中新枇後期とされている酸性

ないし中性の火砕岩類を主とする白浜屈群が，ゆるい波

曲を示しながら広く全地域に分布している。この白浜屈

群の上に中木南東・臭石廊崎付近の南崎火山，西海岸の

落居，伊浜付近の蛇石火山， 0)2つの洪積批に活動した

とされる火山がのっている。本地域に分布するこれらの

岩石の多くのものには，様々の変買作用により種々の特

微的な二次鉱物が生成しており，原岩から著しく組成が

変化しているものも少なくない。

筆者らは1974年伊豆半秘沖地震の発生直後から，大き

な俄牲を出した中木地すべり地を中心として，辿盤岩石

の変買を潤在し，変虹と地すべりの発生との間にかなり

著しい関係があるとの結果を得た（大塚，木宮， 1974)。

その後これらの変買作用と，南伊豆地域で起こった多数

の斜面1hl域との関係を広域的に明らかにするため 班に

現地調在を行うと共に，採取した岩石椋本の企岩試料1こ

よるX線匝1折法による鉱物分析を行った。夏に一部の試

浙鉾な火l[Jガラス 0 1 
加水ハロイサイ I・ Ell 2 

モンモリロナイト（微茄） ① 3 
蛋 1'.I 石 （微別） 04

モンモリロナイト()5 

モンモリロナイ l・+!Hiれ石.6 

益については走査電子顕微鐙，偏光頸微鍛1こよる観察を

行って変質鉱物組成を澗べた。

3 B,変質鉱物の分布

酸性火山砕屑物が稲々の変質作用により粘土鉱物，沸

石，珪酸鉱物等に変化する事は良く知られている。本地

域で見られる変買二次鉱物の組み合わせは火山砕屑岩分

布地域で従来から知られているものとほぼ同様で，以下

のようにまとめることができる。

(1) 全く新絆な火山ガラスがそのまま残っており変四

鉱物の認められないもの。

(2) 微弱なモンモリロナイト，又は蛋白石化の認めら

れるもの。

(3) 顕著なモンモリロナイト化，張白石化の進んだも

の。

(4) モンモリナイトと共にモルデン沸石の認められる

もの。

(5) 方沸石の認められるもの。

即ち塙：石鉱物に注目してなされた変質分幣(UTADA,

カオリナイト" 7 
モンモリロナイト＋モルデン彿石 II8 

モルデン洸石口 9

方溌石△ 10

石淡▲ 11 『1.9.. o‘ヽ
蛇石火 ,1,ro 12 A しゲ tヽヽ． ① 

叶it牙火 III@13

斜而／i1棟t-
多りと地域ゞ

14 

0 1 2 3 • ・ km 

第8図 変質鉱物の分布と斜而崩壊多発地域

＊大塚謙ー（静岡大学理学部地学教室）・木宮一邦（同教育学部地学教室）
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1970 ; !IJIMA and UT ADA, 1972,啄）の弱変買ガラス

僻に(11(2)及び(81が，斜プチロル沸石・モルデン札1Wi9：けに

(4)が，方沸石・前1砂I：石幣に(5)がほぼ相当する。しかし，

沸石化は全地域を通じて微弱であり，入I:ij1晶辺及び中木

付近でモルデン沸石が認められ，伊浜北方に方沸石がわ

ずかに認められるのみである。夏に，祈絣な火山ガラス

より成る白色漿灰岩が淵荘地域の各地に分布しており，

中木，入Ilりではモンモリロナイト化，モルデンiJI：石化の

進んだ擬灰質岩石類と入り組んで接している。また西悔

岸沿いの地域では，著しく張白石化の進んだ岩石が広く

分布して変質帯を形成している。これらのことから，本

謁査域全体としては，弱変買ガラス梱から斜プチロルサi:

石，モルデソ沸石盛との中間浙移牒程度までの変質幣

が，未変質地城を広く残して分布しているものと考えら

れる。

北西部の落居，伊浜付近では，張白石化を中心とした

変ft幣が，蛇石火山溶岩分布jii!城を中心として，下部に

硫化鉄鉱を含むカオリナイト，モンモリロナイト守より

成る粘土化幣を伴って発迎している。炭良から入(Illにか

けての海岸沿いの地域でも，変買幣の中心部に当る吉田

海岸では，石英により著しく膠結された珪化僻が発速し

ている。これらの事実より局地的な哨気，熱水等による

変質作用が，各所で様々の時代にいろいろの規校で行わ

れたものと考えられる。本地域全域の変烈喘形成にも，

これらの熱水変買作用が大きな役割を演じているものと

芯えられる。

本地域にはその他に，石廊崎東方の下流ー大瀬Ili1に石

英，絹箕爵を主とする熱水変質咽ダが認められる。また，

未変買とした白色凝灰岩の中には加水ハロイサイトの生

成しているものがあり，風化作用による生成物とも考え

られるが，変買帯の最外幣を形成している可能性も全く

否定することはできず，今後の検討を要する。

3 c.変質帯分布と斜面崩壊

伊豆半島沖地震により，本地域全域の海蝕滋の良く発

達する海岸地域を中心として，非'iitに多数の崩落型の斜

而1/JJ壊が発生した。斜面崩壊多発地城と変質鉱物の分布

をくらべて見ると，この二つの分布地域がよく一致して

いることがわかる（第8図）。特に，中木一吉田，落居

-1)嘩へかけての変ff地域には，蛋白石化して岩買が脆

！｝！）になった府石がj：として分布している。これらのこと

を衿えると，変買作Illが1Jl豆‘I'}泣沖地姦による斜而崩壊

の一つの重要素因であったと息われる。石廊崎より伊浜

ヘ咽る海蝕崖地形は，北西・南京）］向に延びる変買術分

布地域に発達している。この海1諄沿いの変釘地域では，

過去においても斜而／il殷が頻発し，そのために海蝕崖が

形成されたものと考えることができる。既に報告した

（木宮1974)ように中木の地すぺり性崩浪は白色擬灰岩

が加水ハロイサイト化して脆弱化した面が地すべり而と

なって発生したものである。これに対し，落居，伊浜間

の多数の顕著な崩段は，両部落の背後から悔岸線付近ま

で分布している蛇石火山の泊岩が著しく蛋白化し脆弱1こ

なっているため起った悠斜面のIll落である。落居部落北

側肛上の尼根に並んでいる小崩浪付近から南側へかけて

も，岩買は部落北而の大崩壊した斜而付近と全く同じで

ある。夏1こ蛇石火山溶岩と白浜府群との不照合面付近は

主．に膨潤l'I：の著しいモンモリロナイト（一部カオリナイ

トを含む）より成る粘土化栂となっており，粘土化幣上

部にそって広い箱間でi勇水が見られる。落居，伊浜両部

落ともこの粘土化術の上にのっている可能性が強く，背

後の斜而／jJ浪について警戒すると同時に粘土化滞が地す

べり而となる可能性を閲べるため崩水状態を含めたこの

粘土化幣の分布，性買，梁動について充分に注意を払う

必要があると、思われる℃

文 献

!IJIMA, A, and UT ADA, M. (1972) A Critical Review 

on the Occurrence of Zeolites in Sedimentary 
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大塚謙一，木宮一邦 (1974) : 1974年伊豆半島沖地震に
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UT ADA, M. (1970) : Occurrence and Distribution of 

Authigenic Zeolites in the Neogene Pyroclastic 
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4. 構造物の被災状況と地盤の地質から見た地震災害＊

4A、まえがき

伊豆半島沖地震では，特1こ震央に近い伊豆南部は激し

い地震勁にみまわれ，死者29,全域家尻121，半壊242,

誼路寸断箇所69,屈崩れ91，人口非密集地域としては大

きな被害をうけた。筆者は被災地の構造物の被店状況お

よび地盤地買を濶在し，若干の事実や見f界を得たのでこ

こに記述する。

伊豆半恥南部は砧盤に下部中新統の沿が恥屈群，その

上に中～上部中新統の白浜屈部が分布し，各所で石英安

山岩，流紋岩などに四かれ，さらに洪積批の活動である

南崎火山，蛇石火山などの火山肘'til1物に被われている。

被災地域は主に白浜／iu群の分布地城で，凝灰岩，火山

角疎岩，凝灰買砂岩など火山哄出物起原の岩石が凶本

となっている。洪積統に至るまで各屈郎とも局地的に拙

水変買をうけ，料石が1俯めて脆弱1こなっているところ

がある。また石肱崎・入間を通る NWW-SEE方1h」の

＂石此繭地震断屈'’で代表される断府系およびこれと共

碗な NS系断1mのほか， NNE-SSW系， NNW-SSE

系など多くの大小の1祈屈が発辿し， これらに並走する

節理や亀裂も多い。地表近くではこれらの断屈・節理

・亀裂に沿って風化・変買が進み，岩石曲宜が著しく

劣化し， f)Il口亀哭も多く，崩落の危険箇所も少なくな

い。

4 B,道路関係の被害

落石・法面崩J貞：南伊豆の逍路は山間部を通過するこ

とを余儀なくされているため，氣勾記の切取りや盛土箇

所が続き，上品の地買的要因と相まって地形的要因が危

険度を翡めている。

地震による法而崩浪の北限は虞央距離 12血，松l崎町

海岸の国道136号上，および27kmの河津IIIJ筏場付近の下

田街道上で発生している。法而／如J域ぐ序が特に著しいのは

県道下田・石廊綺•松崎線沿いの下流ー入Ill] の間である

（土， 1974の第 3図）。中木の康西両部落を結ぷ逍路，石

廊綺一燈台Il.！］の道路を埋めた崩岐，落石は南北性と東西

性横すべり断屈や亀裂にII廿まれていたために生じたもの

と考えられ，匝径Smを越える巨人な落石を混えてい

る。

地震浙屈による破断：道路上で最もよく破断がみられ

＊岩栂徹（静岡大学教育学部地学教室）

るのは， ＂石廊崎地震断屈’'が通過する石廊綺中心部，

同北西部，中木部落入口，入間部落周回珀路などである。

石位1崎中央道路では NW45°, 3条の開口断裂を生じ，

それぞれ右横ずれの変移が認められる。同北西部県道で

は舗装に 2条の破断，合計右横ずれ約 30cm, 南側上昇

約 10cmの変勁をうけている。 中木入1ゴでは 3条の断裂

のほか， NW35° 内外の無数のヘアクラックと，盛土部

にあたるために生ずる半円形陥没亀裂が認められた。な

お断屈南側道路隙のコンクリート電柱は直立のまま球部

の所で破断，ほぼ断屈方向西方へ挫屈していた。

入1月）＇協出張所横では 30m間隔で NW30', 40° 2本

の開口断裂が右械ずれ南上昇を示し，入1闊ホテル（第 9

図の南西端の家凪）北東の70m道路では13mのIll]にNW

60°方向の放本のI折召どがあり， 道路際の1嶺壁が合，iI•右柚

ずれ約 30cm, ［｝］上昇 10cm以上の喰迩いを生じている。

盛土区1il)の変形：地震による舗装誼路の著しい破断変

形は盛土部に集中している。道路設計上山側切取り，谷

側盛土の区間が多いが，ここでは道路中心緑沿いに直線

状断裂を生じ，谷側路盤が陥没している。また，道路が

谷を横ぎる盛土部では，谷下流にIJllく半円状破断而を生

じ，陥没，滑勁している。陥没は最大60-70cmlこ逹し，

特に中木•石瑯崎間で被害が著しい。なお南伊豆IIIJ手石

では県道が軟弱地盤を通過しているため，屯話線埋設箇

所に沿って舗装が1設断陥没している。

4C,家屋等の被害

震央距離 22kmの下田市板戸付近から棟瓦のずり落ち

が目立ち始め， 同 17kmの下田市街稲生沢川河口付近の

軟弱地盤上の旧式家屋に瓦の滑落，堕面亀裂，傾斜等の

被富がみられる。目地が不完全な自然石（凝灰岩）のプ

ロック積み家料や塀は著しい横ずれを生じ，一部倒浪の

例も認められる。下田地区は企壊 20.,平壊 31,飯田ほ

か (1974)による被也率0.81%。̂ ▲ 

南伊豆Iii［手石では土戟の外整が剥げ落ち，凪根瓦の滑

落，自然石プロック塀の倒浪が著しい。小稲では棟瓦は

NEEにずれ沿ちている。下四茂温泉東口の加畑橋横に

NNW-SSEに長い木造 21叡建旅館があるが，短軸の

NEE-SWW方向に地震動をうけてモルタルク違に亀

裂を生じている。その NWW500mの21府建旅館は長

軸の NEE—SWW 方向の振動による亀裂が発生してい

-）） -



る。

虚央距離約 10kmの南伊豆IIIJ役場の北側では概質4,000

戒急斜面崩壊が起こり，数戸の家屈が下敷になったが，

誕山には NWlS',30°, 45°, 60'など多くの[)[l口亀裂

を生じ，西落ち最大 70cmの落差をもつ滑落崖がみられ

る。地震勁による斜而の崩壊の解析は困雄であるが，周

辺の家展の卓越振動方向からみて， NEE-SWW方向

の振動，震源から仰角 45°以上で進行した地震波により

崩壊が誘発されたと考えられる。

隣接の加納地区の東大樹芸研康側に N20~25°W，東

傾斜80°, 推定落差 40-50mの正断屈があり， 下賀茂

温泉の地熱構造を支配し（岩橋， 1968；餃品・岩栂，

1970) ，その西側は石英安山岩体，東側は白浜l~il罪の疑

灰質砂岩からなる。同断屈の東方300mまでは，プロッ

ク塀の倒壊やコンクリートプロック砧み採沿槽の傾斜な

どの方向が下四茂と同じ NEE-SWW方向であるが，

断屈に近接した両側では家展は断府に沿って振助してい

る。二条では土蔵の墜の亀裂，プロック塀の倒壊による

推定振勅方向はほぼ東西と考えられる。

石廊崎東北東の大瀬では棟瓦は北東へずれ，モルクル

晩の亀裂からも家］凩の振動方Iiりは NE-SW方向が．,:,越

し，本瀬では鳥居の上部石材が NEE方向に投げだされ

ている。震央距離 6kmの石廊崎では` ＇石揺綺地震断屈'’

のため南側地塊が北側地塊に対し西北西に水平から約

30° の角度で上が/・する実移勁 30-40cmの変移を生じて

いるため， 1,¥盤岩上に沖!Ii屈がおおう部落内では地面に

NW45' 内外の雁行状lJI•11ごl 断裂ができ，家屋のコンクリ

ート土台やプロック塀が右横ずれ 15-20cm,南西側上

昇 5~10cm捏度の破l祈ずれを生じている。 家凩の木造

上部構造はこのため剪断破岐をうけ，浙屈の北側にまた

がる部分は南地塊の動きにひきずられ，西北西に傾斜し

ている。石邸崎の企浪家）冦 2'半壊40,飯田ほか(1974)

による被寓率は 20.4%。

石廊崎燐台への途中，政府の磁昨き東尻があるが，ど

れも柱が礎石の上を康北東へ 10~20cmずれている。あ

るものはわずかながら反時叶方向に回伝している。石／祁

崎オリンビック（食党）のコンクリート床には N15~

20°Wの東隆起，右横ずれのIJIJI]浙裂が走る。長辺を東

西方向に並べた 4脚テープルが殆んどすべて安定のよい

筈の長辺（東）方向へ転倒，陳列戸棚・花台・冷蔵即な

ロコ 1 ~王
露璽 2 三刃 5

1 ：比絞的拍寓軽微な家／冦

2 ：倒壊家足

第9図 入 II'，1地区における被災状況

は回転巡動家展

4 ：断裂，亀裂

3 ：上部構造の水平ずれ方向。矢印の長さに比例した

移勁批を示す。・一91年の家に大小の矢印があるもの

5 ：斜面の滸落

A-B ：石廊崎地震斯府の延・艮
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ども同様東へ倒れている。下部が自然石プロックh'iみの

II.」石廊崎燈台はプロックが NNW-SSW方向にずれ，

倒浪寸前の状態になっている。

中木地区：斉藤ほか (1974)が公表した 1/1000写真

地形形測図によると，城畑山の平均傾斜35° の東斜面で

海i/i.60m付近を冠頭とする最大幅 60m,品掛けの削剥

址L74XlO'ni'の地塊が地店削）を誘因として滑浴してい

る。地すべり中心線における断面で，地すべり地塊0)厚

さは1如大約 10m，地すべり面の半径は約 75mの円孤す

べりと判断され，．iij抜 18m付近を地すべりIV11部とし，

ここより土石は伏角 50内外の角度でなだれのように吐

出され，およそ 20戸の人家を破岐・埋没し， 5戸を焼

失させ， 27名の犠牲者を出した。堆積土石批は 2.21X 

10国と計測されている。地買および地すべり要因＾＄に

ついてはすでに述ぺたので（岩橋， 1974a)省略する。

中木の裳央距離は 5,6km,誕源の深さは 10kmとされ、

ているので，地震波の途中の凪折を考磁するとその進路

はかなり鉛直に近ずき，石栂ほか (1974)のモデルを用

いると鉛直角 19.5° 以下になり，肛下型といえる。飯[II

ほかによる被寓率は 45.9%，地すべりの被，炉を必引い

ても31.7％で， i閲率を示している。

入1ii]地区： 2小渓流にはさまれた部落主部の悔抜16~

17mの平坦面は恐らく人口造成1こよるものであろう。そ

の周囲は一部を除き比佼的急勾配をなしている。前述の

ように石廊崎地震斯屈の延長は部落の南部を横ぎるため

道路は破断をうけ，線上の家凩も著しい狙寓をうけてい

る。部落北東部の一部はやや泥混り砂買地盤からなる

が，大部分は海岸砂丘と同買の未固結の砂地盤であるの

で，周辺の傾斜地では，地虞動のため流砂JJ!象が起きた

ためか，斜面が随所で／jJ壊流勁している。斜面を平らに

して建てられた家屋の土台は，このため砂とともに流動

沈下し，その結果家凩は新しくできた斜I面に垂れ下が

り，大きく傾斜または倒域している。

平坦部においては，比校的最近建設された怪批鋏骨鉄

板凶モルタル壁の家屋は怪批耐媒構造のため，被＇占は外

見上怪徴であったが，巫lll:0)ある瓦荘11,1式木造家尻は凪

礎工事も不完全で，土台との締結が殆んどなされていな

い非耐裟設計のものが多いので，大きな損店をうけてい

る。このような家展の上部構造は地裟勁により，土台の

上を）J(平に移動している。傾斜地および地虞l祈/iii上の家

屋を除くと，上部構造が地謀断II]に平行な康南康移動の

傾向が強いようである。家屋の中には石廊1'1:1の東屋のよ

うに反時，i·|•まわりに回転したもの (5 戸），時9]|• まわり

0)もの (2戸）も認められた（第9図）。

また外整の亀裂，家凪の傾勁方向から判断される建物

0)振動方[wJはNEE-SWW方1,uとこれと直交する方[i1J
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があるが，慨して前者が優絡のようである。恐らくほと

んど直下からの地虞勁のため，構造物の固有振勁特性も

関係し，両方向の要素が生じたものと考えられる。家屋

の中には一つの家尻の東面と西面で全く逆方向に傾き，

家凪全体がねじれているものがある。 6例中反時計まわ

りねじれは4例，時計まわりが1例，どちらとも判断が

つかないねじれが 1例ある。入1り1の裟央距離は6.5km,

企域家屋14,半浪28,飯田ほかによる被宙率は43.8%,

中木ととに認閲の値を示している。

4D,まとめ

1) "石雑i111奇地震1祈輝'(NWW-SEE方向）は岩盤

総出部あるいは表土・風化土I目が薄いところではほとん

ど1木の断裂として直線状に走るが，表土・沖積屈・風

化土1日のI厚いところでは一般に断屈方向と斜交する NW

-SE 方向右横ずれ，南西側上昇の要素をもつ雁行状1Jt•I

口断裂が地表でみられる。また一般に岩盤までの肛さに

比例するように断裂幣の幅が広くなるようである。この

視象は湖性の品盤岩の上に塑性をもつ表土・風化土／けが

重なるためと考えられる。

2) ＂石廊崎地震断屈’'は既存の断）~iが再活動したも

のであり，今回の地震発生時の後も同じ傾向で変動を続

けている（岩橋 1974b)。計測記録から推計すると，地

震発生後約50日間で水平移動約 10mm（平均0.16mm/day)

垂直移動約 4mm。その後次第に移動辿庶が減少し，地震

発生後230日の累計水平移動は約 16mm,同垂直移動8mm

となっている（第10図）。 この結呆から推測すると，現

在 12月下旬はほとんど停止状態とみてよい（水平移動

0, 006mm/ day)。
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第10図 石Iiil綺稲業氏宅哀で測定された地媒断屈変動

5月23日測定I崩始，黒丸は水平移動批，白丸は垂直

移勁屈を示す。

変移批の抽部として 5月23日を 0とした。



3) 家屎その他の構造物の地姦勅に対する応答をその

水平ずれの方向，傾斜，墜面亀災状況などから推察する

と，一般に構造物は裟央の方向に振勅しているようであ

る。しかし震央方向と 20~30° の偏角をもって振動した

と考えられる構造物も散見される。この偏角は構造物自

体の振動特性，あるいは地下構造の不均買（不規）lllな形

状の貫入火成岩体， 1折屈，厚さが変化する辿皮屈などの

存在）などの影管をうけて地媒波がliII折するために生ず

るものと考えられる。

4) 石廊崎地震断）位の直上の構造物は直接剪断破壊や

引きずりをうける（石廊崎）。同断屈およびその他の断

屈に近接した構造物も断I¥iiに平行な方Ii,]の変形をうけて

いる。その理由として次のことが考えられる。地震断附

の巡勁に伴って二次的地震勁が，断屈線方向に生ずるた

め，あるいは裟源から臨界角をもって屈折し，断屈沿い

に進行する地震波のため，断屈線に平行な方向の地震動

を生じ，構造物を同じ方向に変移・変形させたと考えら

れる。

5) 土台に締結されていない建築物の中には反時：iI• ま

わりに旋回またはねじれたものと，その逆まわりのもの

がある。石廊崎・入1！りともに1T,J者の場合の割合がはるか

に高い。地元の人述の談話（村井・金子， 1974)，家屋

の振勁状況などから考えると，今同の地震の主要動は比

絞的長周期のものと推測される。また石廊崎では主要勁

が到達した直後に地変（浙裂）が生じ，目立った変形は

2~3日継続している（村井・金子， 1974)ので，松田

(1974)が述べている根尾谷断屈の活勁の場合と同じよ

うに，断1/'iの主要変秒はS波到i9t時より迎れて発生した

ものと考えられる。
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5. 結論と今後の問題＊

1. 伊豆半島沖地誕の主な披災地である南伊豆海岸地

僻には新第三紀中新批の白浜／凶群に属する火砕岩頬が広

く分布するが，この地li!iは，不規則な形と大きさの角礫

およびそれらの間隙をうずめる漿灰質物打の含有凪が変

化することによる全体の不均質と，著しく発述する断Iti

や割れ目などのためにもろくなっている。このような岩

石の性灯が各所に発生した崖崩れの原因の 1つとなった

ことはいうまでもない。

2. 落居・伊浜付近の地質は主として第四紀洪積I止の

蛇石火山咬出物からなるが，その浴岩はlj'［気作用で著し

く変質してもろくなっており，この変買作用は柚牲の白

浜屈群にも一部及んでいるJ したがって，この付近の著

しい底崩れは蛇石沿岩の変買IC抽因していると衿えられ

る。

3. 地震による斜IUIIJj壊多発地域と変虹鉱物の分布城

はよく一致している。特に，中木一吉田，落居ー伊浜に

かけての変買帯は班白石化して岩買が脆弱になった岩石

が分布している。一方，中木の地江り性崩壊は晶本的に

は南北性の斯屈活勁によるものと考えられるが，この付

近に分布する白色疑灰岩が加水ハロイサイト化して脆弱

となった面が地江り面となって発逹したものである。こ

れらのことから変買作用が地裳による斜面崩壊の巫要な

桑因の一つであったと考えられる。

4. 落居，伊保付近では上述の蛇石火山溶岩と凪盤の

白浜屈群との槌界部分が主に膨濶I生の著しいモンモリロ

ナイトから成る粘土化帯となっており，この粘土化幣上

祁に沿って広い靱囲でi勇水が見られる。落居，伊浜両部

落ともこの粘土化僻の上1このっている可能性が強く，今

後も背後の斜面崩域について瞥戒すると同時に粘土化僻

が地江り面となる可能性を淵ぺるため， i汎水状態を含め

たこの粘土化姫の分布， i生買，挙動について十分注意を

払う必要がある。

s. 地虞による舗装追路の著しい破1祈変形は盛土部に

集中している。家屋等の被＇占は石総崎地媒斯 /1!iあるいは

その共碗Iり面が通る石廊崎，中木，入間で著しいが，姿

良，落居，伊浜もかなりの被也を菜っている。溶居，伊

浜は変買僻の彩忽もあるが，これらの被災地は石廊崎地

誕浙/iliに平行する北西ー南東方向の直線上に配列し，ゃ

はり斯屈線のような地買構造的な線上にのっていること

＊土降ー（静岡大学理学部地学教泰）

を想わせる。このほか，虞央からやや離れているにもか

かわらず，被‘Jiの大きかった下田市街と田牛は軟弱地盤

という立地条件に屈因している。

6. 落居付近の)jj壊は，すでに述ぺたように，地質構

造上の要索も無視できないが，主として岩石の変只に由

米すると考えられる。

この岩石の変買は付近の上屈部一姫に及んでいるの

で，今後も崩岐の起ることが予想され，十分な注意と対

策が必要である。

終りに今後の問題として以下の諸点を指摘しておきた

い。

1， 今回の地震災也の一つは地虞浙1面による災害で，

地震1祈I団が生ずる可能性は今回の楊合を見てもわかるよ

うに過去の阻面が再活助していることが多く，詳しい地

買淵在によって将来の活動を予測することが可能の楊合

が多い。今回の地震の際には，活断層の存在が事前に，

指摘されてはいたが，予測できるまでには至らなかった。

この意味では'’活l祈屈’'についてその分布を明らかにす

ることと，過去の活動の経過である地史を明らかにして

おくことが必要である。また，地殻変勁の観測体制を強

化することによる地虞予知の研究は特に必要である。

2， 地袋による地とりや崩域が地屈や岩石に発述する

割れ目の状態と密接に関係していることは明らかであ

る。今後の地誕1坊災対策としてその地域に発達する割れ

目の規捩，方向，性買等構造地質学的意味を明らかにし

ておくことが必要である。

3． フォッサマグナ地幣のように地殻変助，火山活動

の著しいところでは岩石の変質作用を伴っていることが

多い。岩石の変買作用は，断屈や割れ目に沿って起る拗

合も多いが，しばしば岩石を脆弱にし，あるいは，粘土．

化作用をすすめ，斜面崩壊や地とりを誘発することにな

るので，変買の状態を明らかにしておくことは肌域の防

災対策にとって必要と考えられる。

4. 軟弱地盤の地域は直下型地震であっても大きな被

宙を業っている。この点で，国土開発が急辿にすすめら

れている今日，どのような型の地震であっても軟弱地盤

対策は主としてそれらが市街地城になり易いことを考え

ると欠かすことはできない。

- 15 -





2
 



図版 2

1， 人1111のイi邸綺地叫祈屑 (K 隆一）

2, 入Ili]の南北・191：左ずれlliiii'i（上隆一） 3, 石廊崎先端部の地虞による亀災（土隆一）



ーツ 版 3 
n
L
 

3
 

・年、'”C9齊 9アぐ9

人 間 と 石腿ii11月の断 IW（徳山明）

1, 2, 3人間のii,i岸。 N10°~6°E方liりの横梱れ断II，iの割れ目に沿った槌1虹れ。

11文Iには横摺れのスリッケンサイドが， 2,31文lにはまだ1JliIこ1している割れ目が多数昆られる。

4,人間海岸のL濯i摺れlililvi。

5, 6石祁崎，稲菜氏＇臼裏の小 IIJrii"i!U。方Ii,jはN75°W,傾斜は南に80°'移勁ill：は水平30cm,亜iりに

約20cmれ柚摺れllli]叫



図版 4

2
 

3
 

4
 

1, 2, 3,中木の地とり， 2は地震前に撮影したもの (1は土陥ー，

2, 3は井手志沖火撒彩） 3'落11}のil・1]J災（土隆一）



図版 5

3
 

6
 

8
 ，

 

道路の被也（徳山 Iリ］）

1, 2, 3,中木付近の県逆の地割れ。 (1, 3)，ぉ

よび落石 (2)。
4, 5, 6,臭石廊綺付近，道路に入った共役の割れ

目，ただしこれは岩盤の断/~i によるものではなく，

いずれも盛土の沈下などによる破壊である。

7,大瀬付近の地割れ。

8'石廊綺レストハウスの11'の中央に入ったきれつ，

9'中木康県道脇。盛土の沈下，



図版 6

3
 

5
 

2
 

4
 

6
 

8
 ，

 

建物の被也（徳山 1リ］）

1, 2'入I：ij地区の住宅の被＇晶戸が 1111がっている。

3, 4, 6,中木地区の被苫。 1丑根瓦（ 3),落石(4)

地江りにつぶされた家 (6)。

5'石廊崎。落石による倒壊。

7, 8, 9,中木地区の諮地の被',!f。通詣の地震では

特定の方向に倒れたり摺れるのがふつうであるが，

ここではあらゆる）j向に倒れており規則性が企くな

いのが特徴である。
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